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評価方法 

小さな試験片でも冷間鍛造時の変形能を評価できます。 

冷間据込み試験 – 変形能の評価 - 

Cat.No 3E3J-069-00-200615 

● 冷間据込み加工：ii特殊圧盤を用いて、切欠き付き円筒試験片を端面完全拘束状態で静的に圧縮します。

● 割れの検出： ：ii切欠き底に微小割れが発生する変位を測定し、圧縮率に換算します。

● 変形能の評価：  ： 試験片の半数(50%)に微小割れが発生する圧縮率(=限界圧縮率)で評価いたします。

冷間据込み試験

● 試験機    島津製作所 250kNオートグラフ  

● 圧盤    同心円溝付き圧盤(球座式) 

● 試験片    切欠き付き円筒試験片 

   標準14Φ×21h、変更可(高さ/径=1.5) 

● ひずみ速度 10-3～10-2/s、標準5×10-3/s

● 割れの検出    切欠き底を動画観察 

● 割れ発生の閾値  割れ長さ0.5mm 

試験片形状、寸法 

試験例 

14mm 

21mm 0.8mm 

R 0.15mm 

30° 

● 供試材 S45C圧延まま、球状化焼鈍後 

● 限界圧縮率ec  球状化焼鈍後 44%＞圧延まま 40%
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● 球状化焼鈍後

限界圧縮率ec=40%

ec=44%

割れ発生比率 50%

適用部品、活用例 

● 自動車/機械部品(シャフト、スプライン、歯車、ボルト) ● 素材、熱処理条件等のスクリーニング、最適化

250kNオートグラフ 

溝付き圧盤 

14Φ×21h 圧縮 

試験機と試験の状況 

据込み前 据込み後 
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